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・2018年から川崎重工グループのマテリアリティは画期的な印象であっ
た。本業における貢献とそれを支える事業基盤という体系の先鞭をつけ
た。今回もその体系を踏襲しており素晴らしいと思う。特に「安全安心
リモート社会」「近未来モビリティ」「エネルギー・環境ソリューショ
ン」の３分野に川崎重工グループらしさが出ており、この分野で課題を
解決し、価値を提供しながら成長していくというメッセージがかなりク
リアに出せている。

・金融機関としては、事業を通じて創出する３つの価値を実現するために
必要な川崎重工グループの非財務ファクターは何かという観点で考え
る。川崎重工グループらしさを考慮すると、社内にある技術を実現して
マネタイズにつなげていくことが重要。技術力や知的財産の中にあるイ

ノベーションを生み出す力をもっと前面に打ち出してもよいと感じた。

・2030年の「エネルギー・環境ソリューション」の目標・KPIには、川崎重工グループらしく水素が打ち出
されているが、お客様も含めて水素が社会実装できる時間軸はもっと先になる。2030年時点だと、水素は
まだイノベーションの世界に分類される。2030年までの環境貢献度という観点で言うと、「Kawasakiグ
リーン製品制度」があり、ISOに紐づけて定量開示もしているので、これをKPIに加えてもよいのではない
か。

・一般企業は、今、トランジション・フェーズで、水素エネルギーが実現するまではがんばろうという感じ
だが、川崎重工グループは、多くの企業が2030年以降ジャンプするための事業基盤を今からハンズオンで
作っている。川崎重工グループのトランジションは他の会社にとってのイノベーションを作り出すことだ
と考えるので、そのシナリオが価値創造の中で語られると投資家の理解が得やすくなると思う。
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